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§１．研究成果の概要  

 

2018年度は, 熱力学第二法則とその情報処理への一般

化に相当する情報熱力学第二法則を, 情報幾何の手法を

用いて統一的に導出するフレームワークの構築を行った.  

このフレームワークの概要は情報幾何における射影の考え

方を用いるものであり, ある部分空間への射影（KLダイバー

ジェンスの最小化問題）としてエントロピー生成を定式化する

というものである(図を参照). 熱力学第二法則の場合は部分

空間として可逆な確率過程の集合を選択することで導出が

可能であり, またその情報処理への一般化の場合は局所的

に可逆な確率過程の集合を選択することで導出が可能であ

る.  

この情報幾何の射影の考え方は機械学習における学習アルゴリズムを一般的に理解するために

すでに広く用いられている. よって本研究成果は, 熱力学第

二法則やその情報処理への拡張と機械学習の学習理論一

般との間の密接な関係を明らかにしたものと考えることができ

る.  

本研究結果の一部は現在論文として投稿しており, また国内外の研究会で発表を既に行ってい

る.  

 

 

 

2018年度 

実績報告書 

図: 熱力学第二法則と情報幾

何の射影. 
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§２．研究実施体制  

 

① 研究者：伊藤 創祐 （東京大学理学系研究科 講師） 

② 研究項目 

・ 情報熱力学法則の情報幾何的な取り扱い (熱力学第二法則の射影定理による定式化) 


